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「何のためのパブリックコメント？」                 山田たか子 （一般質問より） 

パブコメには、かつてない多数の市民意見が寄せられ、約 7割が反対や不安の声です。 

「乱暴だ」「説明会を求める！」「市民合 

意がない施策は禍根を残す！」等、たく 

さんの率直な声が寄せられています。 

それを「貴重なご意見をいただきまし 

た」で終わらせるわけにはいきません。 

市長は「学校の建替えに合わせて他 

の公共施設と学校を集約することは、 

東村山が特異ではなく、オーソドックスだ」とし、タイムスケジュールありき。「財源がない」「少子

化」を前提とし、立ち止まる姿勢は全く見られません。市は「10年以上に渡り、公共施設再生に対

する検討を行ってきた」と言いますが、現状をご存じの方はどれほどいらっしゃるでしょうか。私た

ちは、まだまだ市民全体の議論となっていない中で決定すべきではないと考えます。 

市が強引に進める再生計画は一旦立ち止まり、市民意見を反映させるよう求めました。引き続き、

市議団４人で追及してまいります。 

▼過去のパブコメに寄せられた件数トップ３ 

順位 時 期 内 容 人数 件数 

１位 2024年 公共施設アクション案 187人 518件 

2位 2020年 
東村山市特別支援教育 

推進計画第五次実施計画 
9人 142件 

3位 2021年 
東村山市教育政策大綱 

の改定案 
62人 116件 

 

公共施設は市民の財産！ 
 

現行の健康保険証廃止まで半年をきりました。 

 マイナ保険証を持っているかどうかで、配布される書類や医療機関 

での使用の流れが異なり、より複雑になります。市民・医療機関・福祉施設 

など、現場はすでに大混乱。マイナ保険証の強制はやめるべきです。 

 

健康保険証をなくさないで！ 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「校則・行事など学校教育の 

すべてに人権の視点を」  渡辺みのる 

 学校教育で、子どもの権利はしっかりと守られ

ているのでしょうか。 

 子どもの権利条約を日本が批准した 1994 年、

国は「意見を表明する権利は必ず反映させる必要

はない」と全国の教育委員会に通知を出しました。

市教育委員会も、「国と同じ考え」としながら「子

どもの気持ちによりそって対応する」と答弁。 

校則や学校行事は誰のため？ 

子どもが納得できない校則、子どもを管理・統

制し見栄えを良くすることだけが目的化している

学校行事など、子どもの意見はどこまで反映され

ているのでしょうか。 

 学校教育だからこそ、 

憲法や子どもの権利条約を大事にして、子どもた

ちが尊重される学校に変えていきたいです。 

  

  

  

 

日本共産党東村山市議団 2024年 6月議会 一般質問 

 

ひとりで抱えていませんか？ 

お気軽にご連絡ください。 

＃困った時には 

共産党に相談しよう 

「公民館はだれのためにあるの！？」 
さとう直子 

公民館は市民の学びや交流を促進し、地域づく

りの場としての役割があり、利用料で儲けを出す

施設ではありません。 

2007年、社会教育団体の利用料を有料化した

ことにより、利用料収入は中央で 1.7倍、富士見

は 3倍、萩山・廻田は 10倍以上と増えた一方、

6月 26日議会最終日。 13名（共産党 4、草

の根 2、立憲 2、佐藤、白石、鈴木、かくた、わた

なべ（敬省略））の賛成で、渡辺みのる議員の「小池

百合子都知事に対する次期知事選への出馬要請

について」緊急質問が認められ、実現しました。 

 

 

利用率は 10％以上も減少しました。 

 有料化により使用できなくなった方々もいま

す。「お金のあるなし」で公共施設利用に格差を生

み出すことは、公民館が設置された主旨からも外

れると思いますが、市は「受益者負担」が公平だ

という認識です。公共施設のあり方としてよいの

でしょうか。引き続き、料金改定 

の動向に注視していきます。 

 

共産党提案の意見書 代表者会議※で全て却下 

▼「パーティー券購入を含む企業・団体献金を全面禁止にするよう政治

資金規正法の改正」 ▼「生活保護制度に夏季加算創設の検討」  

▼「中学校英語スピーキングテスト、ＥＳＡＴ－Ｊの見直し 」  

▼「神宮外苑の樹木保存」 ▼「日比谷公園の再整備計画見直し」 

▼「９・１ 関東大震災朝鮮人犠牲者追悼式典にたいする追悼文送付の

再開」  

 

「どうなる？東村山駅東口」     

浅見みどり 

整備計画策定だけで 2億 9千万円！ 

 現在、東口整備の計画が進んでいます。東口整

備計画策定のための委託料は 2 億９千万円（14

年間累計額）。さらに、今後も委託を続けることで

費用は増大していきます。 

西口再開発では 136億円 

市長は「東口再開発が実現すれば、西口のタワ

ーと合わせてランドマークとなる」と、コメント

しています（5/31建通新聞）。再開発が決定すれ

ば、西口を上回るばく大な事業費になる可能性が

あります。CO₂排出の問題やディベロッパーの利

権優先となる懸念があります。 

駅前整備のゆくえは市民に 

とって大きな課題です。 

引き続き、議会で取り上げて 

いきます。 

市長に「都知事への出馬要請」 

の説明を求める 

※東村山市議会では、代表者会議（3 人以上の

会派【自民・公明・共産】）で全会派が賛成しな

ければ意見書を議会に提出できません。 

 


